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人見康子教授略歴・主要業績

人
見
康
子
教
授
略
歴

昭
和
二
年
三
月
九
日
生

昭
和
二
二
年
三
月

昭
和
二
五
年
三
月

昭
和
二
五
年
四
月

昭
和
三
〇
年
四
月

昭
和
三
五
年
九
月

昭
和
四
二
年
三
月

昭
和
四
五
年
四
月

昭
和
四
六
年
四
月

昭
和
五
一
年
三
月

昭
和
六
三
年
三
月

平
成
四
年
三
月

東
京
女
子
大
学
数
学
科
卒
業

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
学
位
取
得

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

慶
懸
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

イ
ギ
リ
ス
　
ロ
ン
ド
ソ
大
学
高
等
法
学
研
究
所
留
学

イ
ギ
リ
ス
　
冒
ン
ド
ン
大
学
高
等
法
学
研
究
所
留
学

定
年
に
よ
り
慶
鷹
義
塾
を
退
職
予
定

（
昭
和
五
二
年
三
月
ま
で
）

（
昭
和
六
三
年
八
月
ま
で
）

　
そ
の
間
、
比
較
法
学
会
監
事
（
至
現
在
）
、
日
本
家
族
〈
社
会
と
法
〉
学
会
理
事
（
至
現
在
）
、
東
京
家
庭
裁
判
所
家
事
調
停
委
員
兼
参
与
員
（
至

現
在
）
、
法
務
省
法
制
審
議
会
国
籍
法
部
会
委
員
を
経
て
法
務
省
法
制
審
議
会
民
法
部
会
委
員
（
至
現
在
）
、
厚
生
省
人
口
問
題
審
議
会
委
員
（
至
現

在
）
、
労
働
省
障
害
者
雇
用
審
議
会
委
員
（
至
現
在
）
、
大
蔵
省
国
有
財
産
関
東
地
方
審
議
会
委
員
（
至
現
在
）
、
総
理
府
婦
人
間
題
企
画
推
進
有
識

者
会
議
委
員
（
至
現
在
）
等
を
兼
務
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法学研究64巻12号（’91：12）

著
　
　
書

人
見
康
子
教
授
主
要
業
績

『
人
工
授
精
の
諸
問
題
ー
そ
の
実
態
と
法
的
側
面
』
（
共
著
）

『
親
族
法
相
続
法
講
義
案
』

『
現
代
夫
婦
財
産
法
の
展
開
』
（
学
位
論
文
）

『
判
例
に
み
る
婦
人
の
能
力
評
価
と
労
働
権
』
（
共
著
）

『
相
続
と
遺
言
の
法
律
常
識
』
（
共
著
）

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
世
界
書
院

　
　
　
　
　
　
　
　
鳳
舎

　
　
　
　
　
労
働
法
令
協
会

　
　
　
　
　
　
日
本
評
論
社

昭
和
三
五
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
五
六
年

論
　
　
文

「
現
行
法
よ
り
見
た
人
工
授
精
i
親
子
関
係
を
中
心
と
し
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
法
一
六
号

「
父
子
関
係
の
認
定
に
つ
い
て
1
血
液
型
検
査
の
証
拠
的
意
義
を
中
心
と
」
て
ー
」

「
最
近
の
米
国
文
献
に
現
れ
た
人
工
授
精
論
議
」
（
共
同
執
筆
）

「
財
産
分
与
・
慰
籍
料
」

「
将
来
に
お
け
る
離
婚
の
合
意
」

「
夫
婦
別
産
制
に
つ
い
て
の
再
検
討
（
一
）
」

　
　
『
慶
鷹
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
・
法
学
部
（
法
律
）
』

『
比
較
法
と
私
法
の
諸
問
題
（
小
池
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
）
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
家
庭
問
題
と
家
族
法
皿
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
家
族
法
大
系
皿
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
三
巻
七
号

昭
和
三
一
年

昭
和
三
三
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
五
年
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人見康子教授略歴・主要業績

「
チ
ケ
ッ
ト
販
売
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
蜘
尺
約
法
大
系
H
胡

「
人
工
授
精
と
父
子
関
係
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
と
正
義
一
五
巻
二
号

「
懸
賞
広
告
の
法
律
的
性
質
－
神
戸
先
生
の
所
説
と
そ
の
後
の
展
開
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
八
巻
一
号

「
離
婚
の
予
約
と
事
実
上
の
離
婚
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
注
釈
民
法
（
2
1
）
』

「
英
国
に
お
け
る
夫
婦
財
産
に
関
す
る
最
近
の
立
法
・
判
例
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
九
巻
五
号

「
米
国
に
お
け
る
夫
婦
財
産
関
係
の
検
討
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
〇
巻
八
号

「
特
別
縁
故
者
に
対
す
る
残
存
相
続
財
産
の
分
与
制
度
を
め
ぐ
る
若
干
間
題
」
（
共
同
執
筆
）
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
〇
巻
九
号

「
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
法
定
夫
婦
財
産
制
の
問
題
点
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
一
巻
一
号

「
国
常
ら
霞
魯
器
Φ
の
若
干
問
題
1
と
く
に
三
者
問
の
契
約
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
二
巻
三
号

「
明
治
初
期
に
お
け
る
夫
婦
財
産
制
の
成
立
小
史
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
色
旗
二
五
八
号

「
最
近
の
英
国
に
お
け
る
人
工
授
精
論
議
－
英
国
内
務
省
委
員
会
の
報
告
書
を
中
心
に
ー
」
（
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
哲
学
と
社
会
法
の
理
論
（
峯
村
光
郎
教
授
還
暦
記
念
）
』

「
日
常
家
事
行
為
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
七
号

「
嫡
出
推
定
制
度
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
律
学
演
習
講
座
4
親
族
法
・
相
続
法
』

「
離
婚
に
お
け
る
財
産
分
与
の
性
質
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
律
学
演
習
講
座
4
親
族
法
・
相
続
法
』

「
非
嫡
出
子
の
法
律
上
の
地
位
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
律
学
演
習
講
座
4
親
族
法
・
相
続
法
』

「
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
夫
婦
間
の
不
法
行
為
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
一
二
号

「
婚
姻
同
意
権
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
講
座
家
族
3
「
婚
姻
の
成
立
」
』

「
人
工
授
精
と
親
子
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ス
研
究
一
五
〇
号

「
離
婚
の
原
因
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
と
正
義
二
六
巻
一
〇
号

「
法
定
夫
婦
財
産
制
・
ア
メ
リ
カ
ω
ー
と
く
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
較
法
研
究
三
七
号

「
イ
ギ
リ
ス
家
族
法
の
重
層
構
造
ー
特
に
離
婚
・
別
居
を
め
ぐ
り
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
一
巻
二
号

昭
和
三
七
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
〇
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
四
年

昭
和
四
四
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
八
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
三
年
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「
イ
ギ
リ
ス
の
家
族
法
の
実
情
ー
婚
姻
・
離
婚
を
中
心
と
し
て
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヶ
ー
ス
研
究
一
六
五
号

「
借
家
権
の
相
続
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
民
法
の
争
点
』

「
人
工
授
精
と
体
外
受
精
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
現
代
家
族
法
大
系
第
三
巻
（
中
川
善
之
助
先
生
追
悼
）
』

「
第
三
者
の
家
庭
破
壊
に
よ
る
慰
謝
料
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
家
庭
裁
判
所
の
三
〇
年
「
家
族
法
の
理
論
と
実
務
」
』

「
配
偶
者
の
寄
与
と
遺
贈
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ス
研
究
一
八
三
号

「
体
外
受
精
の
法
的
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
婦
人
科
の
世
界
三
五
巻
四
号

「
試
験
管
ベ
ビ
ー
の
法
律
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
七
巻
七
号

「
離
婚
法
と
現
代
女
性
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
女
性
と
法
』

「
体
外
受
精
の
法
律
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
時
報
一
七
七
号

「
体
外
受
精
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
二
八
号

「
親
と
子
の
決
定
要
因
は
な
に
か
1
配
偶
者
以
外
の
体
外
受
精
児
の
出
現
1
」
　
　
　
　
時
の
法
令
六
〇
年
一
・
三
／
二
二
合
併
号

「
体
外
受
精
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
精
・
着
床
8
4

「
調
停
委
員
と
家
事
調
停
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
と
正
義
三
六
巻
七
号

「
財
産
分
与
と
慰
謝
料
－
破
綻
主
義
離
婚
法
と
関
連
し
て
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ス
研
究
二
〇
六
号

「
生
命
科
学
の
進
展
と
法
律
－
代
理
の
母
の
法
律
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
事
研
修
三
五
〇
号

「
子
ど
も
の
権
利
と
法
律
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
青
年
精
神
医
学
と
そ
の
近
接
領
域
二
七
巻
三
号

「
家
族
の
動
態
と
家
族
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
籍
五
一
七
号

「
イ
ギ
リ
ス
人
事
訴
訟
手
続
法
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
注
解
人
事
訴
訟
手
続
法
（
注
解
民
事
手
続
法
5
）
』

「
内
縁
夫
婦
の
一
方
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
他
方
の
財
産
分
与
の
請
求
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
家
事
審
判
事
件
の
研
究
ω
』

「
生
殖
援
助
技
術
と
法
律
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
事
研
修
四
〇
九
号

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
九
年

昭
和
五
九
年

昭
和
六
〇
年

昭
和
六
〇
年

昭
和
六
〇
年

昭
和
六
〇
年

昭
和
六
一
年

昭
和
六
一
年

昭
和
六
一
年

昭
和
六
二
年

昭
和
六
二
年

昭
和
六
三
年

平
成
三
年
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人見康子教授略歴・主要業績

　
　
翻
　
　
訳

ホ
セ
・
C
　
ラ
ウ
レ
タ

「
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
婚
姻
法
・
離
婚
法
』

『
新
比
較
婚
姻
法
W
東
南
ア
ジ
ア
㈲
』
　
昭
和
四
四
年

　
　
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
人
工
授
精
の
諸
問
題
」
（
共
同
報
告
・
日
本
私
法
学
会
）

「
特
別
縁
故
者
に
対
す
る
残
存
相
続
財
産
の
分
与
制
度
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

「
法
定
夫
婦
財
産
制
」
（
共
同
報
告
・
比
較
法
学
会
）

（
共
同
報
告
・
日
本
私
法
学
会
）

　
　
　
私
法
一
六
号

　
　
　
私
法
三
〇
号

比
較
法
研
究
三
七
号

昭
和
三
二
年

昭
和
四
三
年

昭
和
五
〇
年

　
　
注
　
　
解

『
逐
条
民
法
特
別
法
講
座
⑩
親
族
・
相
続
』
（
第
七
七
二
条
～
七
九
一
条
の
部
分
）

そ
の
他
判
例
批
評
・
解
説
・
資
料
等
多
数
あ
る
．

昭
和
六
三
年
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